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１．概要（Summary） 

機能性薄膜を利用したセンサーやアクチュエータ

ーの車載製品への適用を目的として、デバイスおよび

システムの高性能化・高信頼性化および応用について

の研究を行っている。SAW 素子の特性向上を目的と

して、様々な構造の素子を作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

EB 描画装置（エリオニクス ELS-G125S）を用い

て SAW 素子の電極形成のためのパターニングを行い、

EB 蒸着機により電極用の金属膜を形成した。その後、

リフトオフにより電極の加工を行うことで、SAW 素

子を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 SAW 素子の構造として、Interdigital transducer 

(IDT)電極のピッチや幅、対数などを変更し、サンプ

ルを作製した。Fig.1 に IDT 電極の加工例を示す。ピ

ッチ 0.5µm、電極幅 0.25µm で良好な IDT 電極が形

成できている。 

 

Fig.1 Example of IDT electrode  

様々な素子構造でサンプルが作製でき、素子特性が

得られている。データを蓄積し構造依存性を確認し、

最適な素子構造を見出すことで SAW 素子の特性を向

上させることができる。 
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